
社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤について

篁

あ

前
提
条
件
嫉

社

会六
主
義
各
国

通
貨
の

購
買
力
を

正
し

く

反
映
出

来
る

さ

つ

な

為
替
相
場
の

設
定
を

行・
2
毒

鷺

零

s

　　　　　　のこ物る格価こめ格　　　条ら③　②①件わ各社の・・一一゜は格のるを

8ρ8ζすと価義価つでのてはにのざ　疑碧・び思格世格に関代’こも通
客麗冒乞綾箒甕a鷺蕎萎恐手婁
慧　§Pてしの場はて格商主のい換
る鷲輩倉膿繧矯1請勢藷露て箏
鉾　　≦ES5る　こ　は　を　価の　’基　の　の一　る

爵　品’必の現生値・利右礎貿世定゜

　藷
　き
　鵯
　謡
　窪・

　§
　§
　藝
　讐
　昏
　芝
　些
　§
　曇
　還
　謹’
　透
　§

　ミ
・ 　§

　轟
　§　長
　多
　ミ
　声
　ま

要問在むの用の価易界の第
も題なべ差効代格機市生三
あはおきに果表に関場産段
るこ論最応や商もの価物階
のの者善じ作品と間値グと
でよののて用のずのをルし
はう間可価度基い具表1て
ななで能格’礎て体現プ’
い価研性を性価’的しのこ
カこ箆寒募馨態肇蓮菱孫磐鷲

こ較れるる容基原約るのの
震5為自積響謬繧カミ袋籍
　　　　う実ししがそ商をつれる

はと決
まずの
たく問
一世題
七界で
一 市あ
の場つ
項価て
で格’
ふ計今
れ算後
るが更
つ可に
も能い
りにろ
でない
あるう
るよな゜

う見
　な解
　客が
　観あ

はのこっb近対し
あ差のたれいす’

のて属PU階゜会主条決す晋と第主義

でれ晶呂　　　　　階界こ
はるグお他と市む

一あの成市をす出
一 る生さ場基るに
つ゜ 産れ価礎゜し

17



社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤について
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社会主義世界市場における固有の価格基盤についで
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社会主義世界市場における固有め価格基盤についそ
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